
■ ４ＭＢｉｔ 増設ＲＡＭボード ＥＳＲ－７１４４                                 DOC Rev2.0               
■ 組み立て例                【表面】                                【裏面】                      秋月電子製   ＳＨ７１４４ボードに載せて 使用している例         １／４ 

ＳＨ－７１４４ などＭＣＵを使用する場合、いちいち、内臓ＲＯＭにプログラムするよりＲＡＭ上でデバッグする方が効率が良いのですが、ほとんどのＭＣＵの内臓ＲＡＭは小さすぎます。 そこで、上記の要求を満たす他、一般的に必要と思われる、「リセット回路、モード設定回路、ＲＳ２３２ＣＩ／Ｆ」を付加したボーﾄﾞです。 小さな部品が、ほとんどですので組み立てるには、それなりのハンダ付け技術が必要ですが、ネット上に、ハンダ付けのノウハウやヒントが掲載されているページが多くありますので、それを参照にしながら組み立ててください。 
 免責事項 このボードは、主にホビー用途として作成してありますので、人体・生命・財産に危険や損害を及ぼす恐れがある用途、高信頼性が要求される用途、長時間の通電が必要な用途などに使用する事は考えられておりませんので、このボードを使用して、直接的・間接的を問わず、使用者に、何らかの不利益や損害が発生しましても、一切、責任を負いませんので、それを、ご了承の上で、ご使用ください。 

  

 



■ 部品配置図                    【表面】                                               ・表面に付ける部品は、          １００Ω  × １          １０μＦ  × １          ダイオード × １         となります。          ・ほか、ＲＳ２３２用端子・モード設定端 子・リセット用タクトスイッチは、ご利用形態により取り付けてください。                        【裏面】         ・ 取り付ける部品が多いので忘れない ように注意してください。 ・ メモリＩＣは静電気に弱いので最後に 取り付けた方が良いでしょう。          ＣＹ７Ｃ１０４１ × １          ＡＤＭ３２０２  × １          ７４ＨＣ０８   × １          １０μＦ     × １          ０，１μＦ    × ８          ４．７ＫΩ    × ８            ２／４ 

 

 



パターン・カット （１）   ＲＳ２３２Ｃを使用しない場合、ＣＰＵボードからＡＤＭ３２０２への接続を切断します。  信号は、左図の左側から、 ＲＸ１→ＣＰＵへの信号 ＴＸ１←ＣＰＵへの信号 ＴＸ０←ＣＰＵへの信号 ＲＸ０→ＣＰＵへの信号 となります。  
パターン・カット （２） メモリの領域を、ＣＳ１空間から、ＣＳ２やＣＳ３へ変更する場合にカットします。 そして、以下の通りジャンパ配線を行ってください。  ＣＳ２空間 → ＣＳ～Ｓ２を接続 ＣＳ３空間 → ＣＳ～Ｓ３を接続 

■ ジャンパー／カットなどについて （秋月電子製 ＳＨ－７１４４ボートを使う場合）  このボードは、秋月電子製ＳＨ－７１４４ＭＣＵボードと重ねて使えるようになっています。 その場合、ＣＳ領域がぶつかる場合や、 RS232C で不要信号がある場合など、必要なら修正してください。                            
パターン・カット（３） このボードでは、ＤＢＧ＿ＭＯＤＥ信号がＧＮＤに接続してありますので、この信号をユーザーが、ご使用になる場合は、必ずカットしてください。  ■  ユーザー Ｉ／Ｆ端子部分が不要の場合  リセット・ボタン（リセット回路含む）や、モード設定端子、ＲＳ２３２Ｃ端子が不要な場合は、以下のように、基板をカットして小さくする事ができます（この場合、パターン・カット（１）の処理を行ってください）。     ←この位置から切り落と せます。     ３／４  



■ 端子表 

    【表面(RAM などが付いている面ではありません)から見た図】                                     
■ ＭＣＵのポート初期化など   多くのＭＣＵでは、増設ＲＡＭを使用するにあたり、ＣＳ空間のイネーブル、ＢＵＳ幅（１６Ｂｉｔ）の設定、シリアルポートの設定などが必要になります。  各、設定は、使用しているＭＣＵの説明書などに従って行ってください。      ４／４ 
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DBGMODEは、グラウンドへ接続。利用する場合は、パターンカットすること。DBGMD
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増設 Ｓ－ＲＡＭ ＥＳＲ－７１４４ 回路図


